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１．はじめに

　第40期日本語・日本文化研修生（以下，日研生）は8

名である。2020年１月から新型コロナウイルス感染症

が世界的に大流行し，第40期の研修生が来日を予定し

ていた時期は渡航手続きが困難を極めていた時期だっ

た。結果的に７名の日研生は年末年始にかけて来日で

きたが，在籍大学から海外への渡航が許可されなかっ

た１名は来日が叶わないまま研修期間が修了した。

　第40期研修生の名簿は次の通りである。

　来日してからもほとんどの授業がオンラインで実施

され，教室に集まって活動を行う機会は落語会の文化

体験，研究成果発表会のプレゼンテーション等，一部

の活動に限られた。非常に制限が多い研修期間だった

が，日本語及び専門科目の授業，研究論文作成及び研

究成果発表会，文化体験等，多彩な研修活動を行い，

成果を残すことができた。パンデミックという世界に

おける新たな研修プログラムとして一石を投じるもの

であったと言える。各研修プログラムの内容の詳細に

ついて報告する。

２．研修内容

　第40期研修プログラムから，コース・コーディネー

ターが許明子に交代になり，研修内容も大幅に変更し

た。研修期間中に，日本語力の向上，専門科目の知識

の学び，研究力の育成，の３つの目標を立てて，それ

らの目標が達成できるように研修プログラムを設計し

た。日本語能力の向上のために国際言語センターで開

講している日本語の授業を履修し，専門知識を身に付

けるために日研生専用の専門科目を履修した。さら

に，研究力を育成するためにレポートの作成及び研究

成果発表会を行った。以下，研修内容の詳細について

報告する。

（１） 日本語の授業

　国際言語センターで開講している中上級レベル

（NP７レベル）の技能別日本語クラスに参加し，他の

留学生とインターアクションを通して日本語が学べる

ようにした。授業科目は日本語技能別授業と入門講

義，学術日本語の三つのタイプの授業である。

　〈技能別日本語クラス〉

月曜日（１限）：文法（宗林先生）

火曜日（１限）：作文（田中先生）

水曜日（１限）：会話（中川先生）

木曜日（１限）：読解（石川先生）

金曜日（１限）：聴解（宗林先生）

　〈入門講義・学術日本語〉

月曜日（4限）：日本語学（李先生）

火曜日（4限）：日本語コミュニケーション論 （許）

火曜日（５限）：日本文学（藤田先生）

第40期　日本語・日本文化研修コース（2020年10月～2021年９月）

許 　 明 子

第40期　日本語・日本文化研修生

名前 呼び方 国
GIDALE AJIT ASHOK アジット インド
MOHAMMAD ROMADHON ドン インドネシア
NUGRAHA DANI ダニ インドネシア
HUANG ZHIDIAN コウ君 中国
PHAN HIEN THANH ヒエン ベトナム
FRANCU ANA MARIA ORTANSA アナ ルーマニア
PRAWIDHITYA VIERI ヴィエリ インドネシア
YAO YAPING ヨウ　ガヘイ 中国
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木曜日（4限）：日本文化論（浮葉先生）

　〈学術日本語〉

月曜日（５限）：学術日本語（加藤先生）

　これらの授業には日研生だけではなく，名古屋大学

に在籍している外国人留学生も一緒に受講しているこ

とから，授業を通して様々な国の留学生と交流を行う

ことができた。

（２） 日本語・日本文化研修コース専門授業

　日研生8名を対象として日本語学，日本文化，日本

社会の理解を深めるための専門科目を開講した。科目

名，授業担当者は以下の通りである。

　〈日研生専門科目〉

　　月曜日（３限）：言語と人間・社会（永澤先生）

　　火曜日（３限）：日本文化とその変化（中川先生）

　　水曜日（３限）：日本論入門（香川先生）

　　木曜日（３限）： ニュースを通して考える日本社会

（石川先生）

　　金曜日（３限）：言語文化の多様性入門（呉先生）

　また，学部日本語として開講された日本語口頭表

現，日本語文章表現の授業を聴講し，学部生と一緒に

学べる機会を設けた。

　〈学部日本語〉

　　月曜日（２限）：口頭表現（佐藤先生）

　　水曜日（２限）：文章表現 （許）

（３） 研究論文作成・研究成果発表会

　研修期間中の研究成果をレポートとしてまとめ研究

論文を執筆し，研究成果発表のプレゼンテーションを

行った。日研生のレポート作成はここ数年間中止され

ていたが，第40期から復活させ，各自が研究テーマを

設けて先行研究の理解，資料収集・分析，考察を行う

一連の研究活動を行った。大学における研究活動の経

験がない研修生もいることから大学院生３名を TA と

して採用し，レポート作成やプレゼンテーションの補

助としてサポートを行った。

　〈 研究論文作成・成果発表プレゼンテーション補助

（TA）〉

　　人文学研究科博士後期課程（D ３）：

 末松大貴（金５）

　　人文学研究科博士後期課程（D ２）：

 西澤萌希（水５）

　　人文学研究科博士後期課程（D １）：

 李　嘉隆（水５ or 金５）

　第40期日研生の研究テーマは日本語学，日本社会，

日本文化，日本文学の多岐にわたっており，非常に高

いレベルの研究発表を行うことができた。研究成果に

ついては2021年9月７日に対面とオンラインの両方で

配信するハイフレックス型で実施した【資料１】。研究

成果発表会のスケジュール，研究テーマの一覧は【資

料２】の通りである。また，研修生のレポートはレポー

ト集として刊行し，名古屋大学レポジトリーにおいて

公開している。【資料6】

（4） 文化体験

　日研生には研修プログラムを通して日本社会の理

解，日本文化の体験による学習が期待されるが，コロ

ナ禍の影響により日本文化を体験できる機会が限られ

ていた。そこで，オンラインによる配信と教室におけ

る対面の方法を工夫しながら，２種類の文化体験を

行った。

　まず，一つ目は落語の体験である。日本伝統話芸で

ある落語を通して日本語の楽しさを学び，小噺の創作

及び落語家による落語を体験する機会を設けた。落語

入門の当日は登龍亭幸福師匠をお招きし，小噺の発表

会を行うとともに，落語会による落語の特別講座を開

催した。落語会開催に関するアナウンスは【資料３】，

落語入門当日の様子は【資料4】に掲載した。

　二つ目の文化体験はオンラインによる狂言ワーク

ショップである。狂言師による特別講座及び狂言の体

験を実施した。研修生は Zoom で参加し，狂言につい

て概要説明，実演を鑑賞した後，各自が声を出して笑

いや泣きを体験した。Zoom のミュートを外して，マ

スクを着用せず思いっきり笑ったり，泣いたりするこ

とができる一時であった【資料５】。

３．おわりに

　第40期日研生が研修を受けていた期間は感染症の影

響が拡大し，ほとんどの活動に制限があって，様々な
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工夫を凝らしながら実施した。すべての授業はオンラ

インで実施され，日本人との交流も制限される中，い

くつかの文化体験は対面で実施することができたこ

と，研究成果をレポートにまとめて研究成果発表が実

施できたことは大きな成果だった。

　第40期日研生の忘れられないシーンがある。対面で

実施した落語入門に出席するために，8名の研修生が

二列になって国際棟の前を行進している姿には喜びが

溢れていた。まるで入学式に向かう小学生のように，

わくわくしていて，興奮していて，緊張感が漂ってい

た。みんなの嬉しそうな声，緊張した表情はいまだに

私の脳裏に焼き付いている。マスク越しではあった

が，やはり対面はいいなぁとしみじみ思った瞬間だっ

た。ソーシャルディスタンスは必要だったけど，教室

で同じ空気を共有し，一緒に笑える喜びは感動的だっ

た。

　第40期の日研生にとっては，コロナ禍で始まり，コ

ロナ禍で終わった研修期間だったが，一緒に学び成長

した経験は一生の宝物になったと思う。名古屋大学で

学んだ知識と経験を次のステップで生かして日本と世

界をつなぐ架け橋になることを願う。そろそろ新型コ

ロナウイルス感染症も終焉が見えてきた。今度は一緒

に思い切って笑いあえる時に再会したい。

 （許　明子）

【資料１】研究成果発表会当日の様子

（後列左側から，ドンさん，アジットさん，ヨウさん，アナさん，ヴィエリさん，ダニさん。

前列左側から TAの謝さん，コーディネーターの許明子，TAの西澤さん）
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【資料２】研究成果発表会のスケジュール及び研究テーマ一覧
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【資料３】伝統文化特別講座「落語入門」案内ポスター

【資料４】落語入門当日の様子

（左側から，ヨウさん，ヒエンさん，ダニさん，ヴィエリさん，コーディネーターの許明子，

落語入門担当の宗林先生，ドンさん，アジットさん，アナさん）
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【資料５】狂言ワークショップ案内

【資料６】第40期　日本語・日本文化研修プログラム研修レポート集

　名古屋大学学術機関リポジトリ

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/search?page=１&size=２0&sort=controlnumber&search_type=２&q=１658１979３7３２２&timestamp=１

676２79579.4079２08


